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よ み が え れ ！  
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よ
み
が
え
れ
！
有
明
海
・
国
会
通
信 

か
り
ま
せ
ん
。
で
も
出
な
い
と
、
収
入
は

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
」。
若
い
大
黒
柱
は
、
決

然
と
し
て
視
線
を
海
に
投
げ
た
。 

【
Ｎ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
・
１
０
月
２
７
日
】
佐
賀
県

沖
の
有
明
海
で
昨
シ
ー
ズ
ン
１
３
年
ぶ

り
の
豊
漁
と
な
っ
た
二
枚
貝
の
タ
イ
ラ

ギ
で
す
が
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
主
力
漁
場

の
鹿
島
市
や
太
良
町
沖
で
ほ
ぼ
全
滅
し

て
い
て
、
佐
賀
県
側
で
の
漁
が
絶
望
的

な
状
態
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。（
略
）
佐
賀
県
有
明
水
産
振
興
セ
ン 

【
朝
日
・
１
０
月
２
９
日
】
国
営
諫
早
湾

干
拓
事
業
（
長
崎
県
）
潮
受
け
堤
防
排
水

門
の
開
門
を
巡
り
、
農
林
水
産
省
は
２
８

日
、
常
時
開
門
を
前
提
に
６
３
０
億
円
と

試
算
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
速
い
潮
流
を

生
じ
さ
せ
な
い
短
期
開
門
調
査
と
同
じ

よ
う
な
方
法
を
採
れ
ば
、
４
２
３
億
円
程

度
を
見
込
む
海
底
補
強
対
策
費
を
大
幅

に
削
減
で
き
る
と
の
考
え
を
示
し
た
。 

 

東
京
都
千
代
田
区
の
衆
議
院
第
一
議

員
会
館
で
同
日
、
農
水
省
の
担
当
者
が
大

串
博
志
衆
院
議
員
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に

応
じ
た
。 

 

同
省
は
２
０
０
３
年
１
２
月
、
排
水
門

を
常
時
開
門
し
た
場
合
に
必
要
な
対
策

費
用
を
６
３
０
億
円
と
試
算
。
主
な
内
訳

は
（
１
）
堤
防
内
に
海
水
が
流
れ
込
ん
だ

際
に
え
ぐ
ら
れ
る
海
底
を
補
強
す
る
洗

掘
（
せ
ん
・
く
つ
）
対
策
に
４
２
３
億
円

程
度
（
２
）
後
背
地
の
排
水
対
策
費
に
２

０
０
億
円
程
度
―
―
な
ど
と
し
て
い
た
。 

 

対
策
費
用
に
つ
い
て
、
農
水
省
農
地
資

源
課
の
横
井
績
調
査
官
は
０
３
年
当
時

の
試
算
に
基
づ
き
、
短
期
開
門
調
査
と
同

じ
よ
う
な
速
い
流
れ
を
生
じ
な
い
開
門

方
法
を
採
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
洗
掘
対
策

に
つ
い
て
は
不
要
と
整
理
し
て
い
る
」
と

の
考
え
を
明
示
し
た
。 

 

開
門
訴
訟
の
原
告
弁
護
団
側
は
「
我
々

は
こ
れ
ま
で
、
費
用
の
か
か
ら
な
い
段
階

的
な
開
門
方
法
を
再
三
提
言
し
て
き
た
。

既
に
事
業
に
は
巨
額
の
予
算
が
投
じ
ら 

て
お
り
、
開
門
に
は
安
価
な
方
法
を
と

る
べ
き
だ
」
と
し
て
い
る
。 

 

ま
た
、
こ
の
日
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、

６
３
０
億
円
の
対
策
費
に
は
調
整
池
に

代
わ
る
農
業
用
水
の
代
替
水
源
の
た
め

の
費
用
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
も
確

認
。
同
省
は
０
３
年
当
時
、
調
整
池
で

使
う
水
量
を
年
間
３
３
０
万
ト
ン
と
見

込
ん
で
い
た
こ
と
を
理
由
に
、
周
辺
で

の
代
替
水
源
の
確
保
自
体
が
難
し
い
と

主
張
し
て
き
た
。 

 

し
か
し
、
こ
の
日
、
実
際
の
使
用
水

量
は
０
８
年
度
２
３
万
３
７
０
０
ト

ン
、
０
９
年
度
４
１
万
８
２
０
０
万
ト

ン
と
、
計
画
の
１
割
前
後
し
か
使
用
さ

れ
て
い
な
い
と
、
大
串
氏
が
指
摘
。
農

水
省
側
は
、
数
値
の
見
直
し
に
つ
い
て

「
検
討
し
て
い
く
」
と
し
た
。 

タ
―
に
よ
り
ま
す
と 

、
今
月
１
２
日
か

ら
２
０
日
の
間
に
佐
賀
・
福
岡
両
県
沖
の

５
５
地
点
で
タ
イ
ラ
ギ
の
生
息
調
査
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
う
ち
１
７
の
地
点

で
１
セ
ン
チ
以
上
の
成
貝
が
確
認
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
漁
が
で
き

る
１
５
セ
ン
チ
以
上
に
タ
イ
ラ
ギ
が
成
長

す
る
見
込
み
が
あ
る
の
は
福
岡
県
大
牟
田

市
沖
の
２
地
点
だ
け
で
し
た
。
セ
ン
タ
ー

が
夏
に
行
っ
た
調
査
で
も
佐
賀
県
側
の
タ

イ
ラ
ギ
の
大
量
死
が
確
認
さ
れ
て
い
て
、

昨
シ
ー
ズ
ン
１
３
年
ぶ
り
に
豊
漁
と
な
っ

た
「
佐
賀
県
沖
で
の
」
タ
イ
ラ
ギ
漁
が
今

シ
ー
ズ
ン
は
絶
望
的
な
状
況
で
す
。（
略
） 

タ
イ
ラ
ギ
漁 

太
良
沖
は
絶
望
的 

タ
イ
ラ
ギ
漁
躊
躇 

【
西
日
本
・
１
１
月
１
２
日
】
タ
イ
ラ
ギ
漁
業

者
が
数
多
く
住
む
太
良
町
大
浦
地
区
－
。

大
鋸
武
吉
さ
ん
（
６
２
）
は
タ
イ
ラ
ギ
漁

に
出
る
か
ど
う
か
「
二
の
足
を
踏
ん
ど
る
」

と
つ
ぶ
や
く
。
漁
に
は
潜
水
士
、
補
助
員
、

船
頭
と
最
低
３
人
は
必
要
と
な
る
。
二
人

の
息
子
は
「
漁
業
じ
ゃ
食
っ
て
い
け
ん
」

と
海
上
自
衛
隊
に
入
隊
し
た
。
妻
の
美
代

子
さ
ん
（
６
２
）
と
出
漁
す
る
に
し
て
も
、

船
頭
を
雇
う
必
要
が
あ
る
。「
漁
に
出
て
も

採
算
が
取
れ
ん
と
ど
う
し
よ
う
も
な
か

…
」。
大
鋸
さ
ん
は
逡
巡
（
し
ゅ
ん
じ
ゅ
ん
）

す
る
。
一
方
、
若
手
後
継
者
の
１
人
、
梅

崎
卓
（
す
ぐ
る
）
さ
ん
（
２
９
）
＝
同
＝

は
出
漁
の
準
備
を
整
え
た
。
今
年
、
子
ど

も
が
生
ま
れ
た
ば
か
り
。
し
か
し
、
手
が

け
た
養
殖
カ
キ
は
夏
の
猛
暑
で
８
割
が
死

滅
し
た
。「
採
算
が
取
れ
る
か
ど
う
か
は
分

有
明
産
コ
ハ
ダ 

水
揚
げ
減
続
く 

【
朝
日
・１
１
月
７
日
】
江
戸
前
ず
し
の
ネ
タ

の
代
表
格
、
コ
ハ
ダ
の
一
大
産
地
の
有
明

海
で
、
水
揚
げ
の
減
少
が
続
い
て
い
る
。

諫
早
湾
干
拓
の
影
響
を
指
摘
す
る
声
も
あ

る
。（
略
）
特
に
激
し
い
減
り
方
だ
っ
た
の

が
９
９
年
の
前
年
比
３
割
減
。
「
ギ
ロ
チ

ン
」
と
呼
ば
れ
た
９
７
年
の
諫
早
湾
閉
め

き
り
の
２
年
後
だ
っ
た
。
竹
崎
港
は
干
拓

で
造
ら
れ
た
潮
受
け
堤
防
か
ら
約
１
０
キ

ロ
北
に
あ
る
。
漁
師
た
ち
は
「
湾
が
堤
防

で
閉
め
き
ら
れ
た
後
、
漁
獲
量
が
減
っ
た
」

と
嘆
く
。
コ
ノ
シ
ロ
（
コ
ハ
ダ
）
漁
は
諫

早
市
小
長
井
町
で
も
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
。
同
町
の
漁
師
、
松
永
秀
則
さ
ん
（
５

７
）
は
「
湾
奥
部
へ
の
潮
流
が
遮
断
さ
れ
、

漁
場
が
変
わ
っ
た
」
と
語
る
。 

◇
他
の
魚
介
類
も
減 

 

有
明
海
の
魚
介
類
の
水
揚
げ
は
他
の
品

目
で
も
減
っ
て
い
る
。
九
州
農
政
局
の
統

計
で
は
、
ク
ツ
ゾ
コ
（
シ
タ
ビ
ラ
メ
）
は

９
５
年
の
４
５
４
ト
ン
か
ら
０
６
年
は
１

９
０
ト
ン
に
、
カ
ニ
の
ガ
ザ
ミ
も
９
５
年

の
３
３
１
ト
ン
か
ら
０
７
年
に
は
１
７
９

ト
ン
へ
減
っ
た
。（
略
） 

 

有
明
海
の
魚
の
生
態
に
詳
し
い
長
崎
大

学
の
田
北
徹
名
誉
教
授
は
「
潮
受
け
堤
防

内
側
の
諫
早
湾
奥
部
は
、
コ
ノ
シ
ロ
の
一

大
産
卵
場
だ
っ
た
。
取
り
す
ぎ
の
影
響
も

あ
る
だ
ろ
う
が
、
干
拓
の
影
響
は
大
き
い
」

と
言
う
。
（
略
） 


